
 

ほけんだより ９月号 

ご家庭での事故やけがへの注意は万全でしょうか？小さな子どもは、まだ何が危険かを予測するこ

とができず、好奇心旺盛で怖いもの知らずです。大人が、安全な環境を整えてあげましょう。 

令和７年９月 
わんわん保育園 
看護師 佐藤 

 子どもがけがをしそうで「ヒヤッとした」ときこそ、次の事故を防ぐチャンスです。

「無事でよかった」とすませるのではなく、なぜヒヤッとしたのかを見直しましょう。 

 9月9日は救急の日です。１年に１回は中身をチェックしましょ

う。救急箱の中身に決まりはありません。普段使うものを、清潔な

入れ物に入れておけばOKです。ただし、滅菌ガーゼや薬は使用期

限がありますし、テープ類は古くなると粘着力が弱くなります。 


